
アメリカ醸造化学者学会（TheAmericanSocietyofBrewingChemists）は，ヨーロッパ醸造協議会と
ならんで，ビールの醸造技術関係では世界的な権威
のある国際学会のひとつである。今回受賞したエ
リック・ニーン記念賞（EricKneenMemorialAward）
は，その年の学術論文誌に掲載された論文の中から
最も優れた論文に対し授与される最優秀論文賞であ
る。従来，官能検査で定性的に評価されてきた「ビー
ルのドリンカビリティ」，すなわち「繰り返し何杯
も飲める感覚」を，独自の生体計測手法を用いて世
界で初めて定量評価したことが高く評価された。
実験には３種類のビールを用い，ひとつは麦芽

100％タイプ，残りのふたつは副原料使用タイプとし
た。被験者は，速く飲み下すタイプ（A群）とゆっ
くり飲み下すタイプ（B群）の２群に分けた。ビー
ルの飲み方は，各個人のやり方で連続してごくごく
飲んでもらう方法とした。被験者の喉頭運動，嚥下
音，顎二腹筋筋電図を同時計測し（図１），実験後，
官能検査も実施した。15分間隔でビールを繰り返し
飲んだとき，A群では喉頭運動周期に有意な変化は
見られなかった。一方，B群では，時間経過ととも
に喉頭運動周期が有意に短くなり，その程度がビー
ルの種類により異なっていた。それらの変化は，官
能検査の結果ともよく一致していた。
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